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2018年の新春を迎えて
八峰町長　加　藤　和　夫

る
も
の
の
合
併
算
定
替
の
段
階
的

縮
小
や
人
口
減
少
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
少
等
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
規
事
業
の
抑
制
や
事

務
事
業
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、

少
子
高
齢
化
へ
対
応
す
る
福
祉
の

充
実
、
雇
用
を
確
保
す
る
活
力
あ

る
産
業
の
振
興
、
次
代
を
担
う
人

材
を
育
て
る
教
育
環
境
整
備
、
地

域
要
望
へ
の
対
応
は
じ
め
町
民
生

活
向
上
に
直
結
す
る
様
々
な
課
題

を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
今
年
も
精

一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
町
民
の
皆
様

が
ご
健
勝
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

次
に
、
四
年
目
に
入
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
で
掲
げ
た
四
本
柱
を
実
現
す

る
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
人
口

減
少
に
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け

て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
秋
田
県
と
の
未
来

づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
が

る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

　

四
つ
目
に
、
峰
浜
地
区
統
合
子

ど
も
園
建
設
等
検
討
委
員
会
の
提

言
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

五
つ
目
は
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
、
道

路
、
橋
梁
等
生
活
基
盤
の
更
新
や

要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

年
明
け
早
々
か
ら
、
三
十
年
度

の
予
算
編
成
に
入
っ
て
い
き
ま
す

が
、
一
定
の
基
金
は
確
保
し
て
い

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
米
は
平

年
作
、
概
算
金
ア
ッ
プ
で
ま
ず
ま

ず
で
し
た
が
、
年
末
の
季
節
ハ
タ

ハ
タ
漁
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
異
常
な
熊
の
出
没
や
ナ

ラ
枯
れ
被
害
拡
大
等
新
た
な
課
題

へ
の
対
応
に
も
追
わ
れ
た
一
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
を
迎
え
て
、
今
年

も
町
政
課
題
の
進
展
に
向
け
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
三
年
目
と
な
る
「
第
二

次
総
合
振
興
計
画
」
を
基
に
し
た

各
種
施
策
を
着
実
に
実
行
に
移
し

て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八
森

支
店
前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の

観
閲
を
受
け
た
後
、
八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ

か
、
消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
表
彰
状
等
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
を
代
表
し
、
第
14
分
団
の
畠
山
昭
治

さ
ん
が
感
謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
郷
土

愛
の
精
神
で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

本
部
分
団　

班　
　
　

長　

菊
地　
　

進

第
13
分
団　

分　

団　

長　

茂
内　
　

章

第
14
分
団　

分　

団　

長　

畠
山　

昭
治

【
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
）】

本　
　

団　

副　

団　

長　

阿
部　

富
廣

【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】

本　
　

団　

副　

団　

長　

菊
地　

直
人

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

第
10
分
団　

分　

団　

長　

工
藤　
　

篤

第
15
分
団　

班　
　
　

長　

平
沢　

金
義

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

第
３
分
団　

分　

団　

長　

木
藤　

精
輝

第
６
分
団　

班　
　
　

長　

白
鳥　

春
樹

第
７
分
団　

分　

団　

長　

白
鳥　

和
美

第
10
分
団　

班　
　
　

長　

加
藤　
　

敏

第
11
分
団　

班　
　
　

長　

門
脇　

孝
寛

第
11
分
団　

班　
　
　

長　

工
藤　
　

栄

第
12
分
団　

班　
　
　

長　

和
平　

勇
人

第
14
分
団　

班　
　
　

長　

門
脇　

高
志

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

第
１
分
団　

班　
　
　

長　

丸
田　

浩
幸

第
１
分
団　

班　
　
　

長　

奥
村　
　

崇

第
３
分
団　

班　
　
　

長　

金
谷　

成
悦

第
６
分
団　

団　
　
　

員　

今
井　

雅
樹

第
６
分
団　

団　
　
　

員　

浅
野　
　

正

第
７
分
団　

副
分
団
長　

金
平　

成
信

第
７
分
団　

団　
　
　

員　

藤
嶋　

久
徳

第
７
分
団　

団　
　
　

員　

高
杉　

昌
弘

第
10
分
団　

副
分
団
長　

佐
々
木
正
人

第
11
分
団　

班　
　
　

長　

奈
良　

徳
保

第
11
分
団　

団　
　
　

員　

雄
鹿　

重
美

第
12
分
団　

班　
　
　

長　

後
藤　

慎
作

第
15
分
団　

副
分
団
長　

小
林　

弘
良

第
15
分
団　

団　
　
　

員　

菊
地　

俊
平

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

第
２
分
団　

銭
谷
祐
将
、
田
口
一
忠
、
名

畑
有
紀
、
第
３
分
団　

斉
藤
弘
泰
、
第
５

分
団　

米
森
智
明
、
嶋
田
俊
弘
、
第
９
分

団　

鈴
木
哲
哉
、
第
13
分
団　

三
沢
義
将
、

第
15
分
団　

佐
々
木
重
光

●
秋
田
県
消
防
協
会

　
　
　
　
　

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
４
分
団　

芹
田
秀
樹
、
芹
田
雄
太
、
第

５
分
団　

福
田
稔
、
田
中
税
、
川
尻
和

昌
、
伊
勢
隼
人
、
第
６
分
団　

今
井
智

裕
、
第
８
分
団　

伊
藤
忍
、
第
９
分
団　

小
林
尚
平
、
笠
原
大
輔
、
第
10
分
団　

佐
々
木
浩
平
、
第
12
分
団　

鎌
田
陽
平
、

大
高
文
恵
、
斉
藤
一
心
、
第
13
分
団　

日

沼
圭
佑
、
菊
地
歩
美
、
佐
々
木
書
知
、
第

15
分
団　

永
野
翔
悟
、
須
藤
広
洋
、
金
谷

洋
平
、
岩
城
一
馬
、
須
藤
翔
也
、
三
輪
健

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
２
分
団　

小
林
純
一
、
内
藤
悟
、
第
５

分
団　

佐
々
木
隆
史
、
第
14
分
団　

安
井

卓
美

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団　

後
藤
晋
哉
、
第
５
分
団　

芳

平
裕
太
、
高
木
龍
治
、
第
７
分
団　

本
多

将
紀
、
本
多
大
輔
、
第
８
分
団　

武
田
晴

美
、
長
岡
幸
樹
、
第
13
分
団　

山
本
太

志
、
第
14
分
団　

平
川
和
人
、
第
15
分
団

菊
地
文
仁

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
感
謝
の
言
葉

峰
浜
小
学
校
区　

峰
浜
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区　

八
森
小
学
校
警
火
団

八
峰
町
消
防
出
初
式

分列行進

秋田県知事表彰
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平
成
30
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
既
に
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
は
極
力

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
効
果
の
薄
れ
た
事
務

事
業
の
廃
止
・
縮
小
に
集
中
的
に
努
め
る
こ

と
や
、
28
年
度
に
策
定
し
た
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
で
示
さ
れ
た
方
針
に
基
づ

き
、
遊
休
施
設
の
除
却
を
計
画
的
に
進
め
、

維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
「
第
二
次
八
峰
町
総
合
振
興
計

画
」
は
進
捗
度
を
図
り
な
が
ら
、
同
構
想
・

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
で
、
町
の
将
来
像
「
白
神
の
自
然
と
人

と
で
創
る
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
の

通
年
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
国
の
「
地
方
創
生
関
連
事

業
」
や
県
が
新
た
に
策
定
す
る
「
第
三
期
ふ

る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

新
規
補
助
事
業
は
積
極
的
に
活
用
し
、
町
が

策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
く
産
業
振
興
や
移
住
・
定

住
対
策
、
少
子
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
」
軟
式
野
球

交
流
大
会
が
八
峰
町
峰
浜
野
球
場
を
会
場
に
、

全
国
か
ら
６
チ
ー
ム
、
90
名
の
選
手
の
参
加

に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
10

日
に
は
秋
田
市
チ
ー
ム
を
除
く
５
チ
ー
ム
の

参
加
に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ

れ
、
我
が
町
自
慢
の
地
魚
や
地
元
食
材
を
使

用
し
た
料
理
や
地
酒
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
各
チ
ー
ム
に
よ
る
エ
ー
ル
交
換
な
ど

も
行
わ
れ
、
交
流
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
は
残
念
な

が
ら
雨
の
た
め
試
合
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
け
が
人
も
な
く
無
事
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
八
峰
町
野
球
連
盟
を
は
じ
め
八
峰
町
商
工

会
や
八
峰
町
観
光
協
会
の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ハ
タ
ハ
タ
資
源
は
、
平
成
25
年
以
降
減
少

傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
今
季
の
秋
田
県
の
漁

獲
対
象
資
源
量
は
昨
年
よ
り
１
０
０
ト
ン
少

な
い
１
千
８
０
０
ト
ン
程
度
と
、
こ
こ
２
年

間
１
０
０
ト
ン
ず
つ
減
少
し
て
お
り
大
変
厳

し
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
県
や
漁
業
関
係
者
で

構
成
す
る
「
ハ
タ
ハ
タ
資
源
対
策
協
議
会
」

で
は
、
今
季
の
漁
獲
枠
を
昨
年
比
10
％
減
の

７
２
０
ト
ン
と
し
、
そ
の
う
ち
４
３
０
ト
ン

が
沿
岸
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
漁
獲
枠
と
し

て
い
ま
す
。

　

北
部
総
括
支
所
管
内
の
漁
獲
枠
配
分
は
、

昨
年
を
７
・
１
ト
ン
下
回
る
95
・
６
ト
ン
と

厳
し
い
漁
獲
制
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
網
入
れ
は
、

時
化
の
影
響
で
11
月
27
日
正
午
を
待
っ
て

次
々
と
、
刺
し
網
・
定
置
網
が
投
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
漁
は
昨
年
よ
り
も
４
日
遅
い
12
月
４
日

で
し
た
が
、
八
森
漁
港
で
わ
ず
か
１
・
１
キ

ロ
の
水
揚
げ
に
終
わ
り
、
時
化
が
続
い
た
影

響
も
あ
り
２
回
目
の
水
揚
げ
あ
っ
た
の
が
７

日
で
、
八
森
・
岩
館
漁
港
合
わ
せ
て
、
わ
ず

か
19
・
２
キ
ロ
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以

降
の
水
揚
げ
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
目
的
に

補
助
金
交
付
要
綱
を
見
直
し
、
補
助
対
象
工

事
費
の
下
限
額
を
こ
れ
ま
で
の
50
万
円
か
ら

30
万
円
に
引
き
下
げ
、
さ
ら
に
下
水
道
新
規

加
入
者
へ
の
支
援
も
加
え
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
平
成
25
年
度
以
降
、
申
請
件
数
、
対
象

工
事
費
及
び
補
助
金
額
の
い
ず
れ
も
減
少
し

続
け
て
い
た
も
の
が
、
今
年
度
は
11
月
中
旬

で
既
に
前
年
度
１
年
間
の
申
請
件
数
を
上
回

る
50
件
に
達
し
、
対
象
工
事
費
に
お
い
て
は

前
年
同
期
に
並
ぶ
９
千
万
円
を
超
え
、
制
度

の
見
直
し
に
よ
る
事
業
効
果
が
明
ら
か
で
す
。

　

住
民
の
快
適
な
居
住
空
間
の
確
保
と
定
住

化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
町
内
建
築
業
者
の
受

注
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
引
き
続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
の
活
用
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
、
国
の
農
政
改
革

に
よ
り
「
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配

分
に
頼
ら
な
い
生
産
体
制
」
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
県

で
は
「
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
の
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
」
と
し
て
、
県
段
階
の
「
生

産
の
目
安
」
を
提
示
す
る
こ
と
と
し
、
12
月

１
日
、
秋
田
県
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
県
全
体
の
生
産
の
目
安
を
「
40

万
８
千
７
０
０
ト
ン
」
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
八
峰
町
農
業
再
生
協
議

会
で
は
、
去
る
11
月
13
日
に
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
県
の
生
産
の
目
安
に
対
応
し
た
取
り

組
み
方
針
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
取
り

組
み
方
針
の
主
な
も
の
は
、「
生
産
の
目
安
は

協
議
会
が
算
定
す
る
」「
再
生
協
議
会
長
名
で

生
産
者
へ
提
示
す
る
」「
算
定
方
法
は
、
県
段

階
で
の
生
産
の
目
安
か
ら
町
全
体
の
生
産
量

の
目
安
を
算
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」

等
々
で
す
。

　

今
後
、
目
安
の
算
定
作
業
を
進
め
、
来
年

１
月
中
に
は
再
生
協
議
会
を
開
催
し
、
生
産

の
目
安
を
決
定
し
て
い
た
だ
き
、
農
家
へ
提

示
す
る
予
定
で
す
。

　

峰
浜
地
区
統
合
子
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
ご
報
告

し
た
と
お
り
、
昨
年
度
末
「
峰
浜
地
区
子
ど

も
園
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
か
ら
の

「
統
合
す
べ
き
、
更
に
園
舎
は
新
築
す
べ
き
」

と
の
答
申
を
基
に
、
統
合
の
時
期
、
建
設
場

所
そ
し
て
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど
を

早
急
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
７
月
25
日
に

議
会
を
は
じ
め
保
護
者
、
地
域
の
代
表
者
に

加
え
た
有
識
者
等
に
よ
る
「
峰
浜
地
区
統
合

子
ど
も
園
建
設
等
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

統
合
子
ど
も
園
の
建
設
候
補
地
、
建
設
時
期

そ
し
て
子
ど
も
園
の
運
営
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
建
設
候
補
地
は
環
境
整
備
が

整
い
、
園
児
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る
こ
と

や
、
沢
目
、
塙
川
両
子
ど
も
園
の
中
間
位
置

を
考
慮
し
峰
栄
館
周
辺
と
す
る
こ
と
、
建
設

時
期
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
、
そ
し
て
運
営
に
つ
い
て
は
八
森
子
ど
も

園
と
同
様
に
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の
長
所
を

併
せ
持
つ
「
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど
も
園
」

へ
移
行
す
る
こ
と
の
内
容
で
、
10
月
18
日
に

提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
沢
目
、
塙

川
両
子
ど
も
園
と
も
建
設
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、
老
朽
化
と
少
子
化
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
社
会
情
勢
の
大
き

な
変
化
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
建
設
地
、
建
設
時
期
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
計
画
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
運
行
を
開
始
し
た
移
動
図
書
館

車
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
で
す
。

　
「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」
は
、
２
週
間
に
１
回
の

割
合
で
各
集
落
や
要
望
の
あ
っ
た
事
業
所
等

を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
か
ら
の
１

年
間
の
貸
し
出
し
実
績
は
、
延
べ
７
千
３
１

８
冊
、
延
べ
利
用
者
数
は
１
千
９
７
７
人
で
、

１
日
当
た
り
貸
し
出
し
冊
数
は
約
30
冊
、
利

用
者
数
は
約
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
交
通
手
段
等
で
図
書
室
利
用
が
困
難
な

方
を
中
心
に
、
積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」
の
運
行
を
は
じ

め
、
図
書
室
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
読
み
聞
か

せ
の
会
「
か
も
め
」
の
読
書
Ｐ
Ｒ
活
動
等
も

あ
っ
て
、
図
書
利
用
の
実
績
は
今
年
も
順
調

に
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算

ふ
る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン
を
積
極
的
に

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
開
催

　
　

八
峰
町
で
は
軟
式
野
球
交
流
大
会

ハ
タ
ハ
タ
漁
獲
枠
は
昨
年
よ
り
減
少

　
　
　

わ
ず
か
な
水
揚
げ
に
留
ま
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業　

制
度
見
直
し
に
よ
り
事
業
効
果
明
ら
か

平
成
30
年
産
米　

　
　

今
後
生
産
の
目
安
を
決
定

峰
浜
地
区
統
合
子
ど
も
園

「
幼
保
連
携
型
認
定
子
ど
も
園
」
へ
の
移
行
提
言

移
動
図
書
館
車
「
と
し
ょ
カ
ー
ん
」

　
　
　
　
利
用
者
は
１
日
平
均
８
人

八峰町12月議会定例会

町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町12月議会定例会が13日から15日までの会期で開かれ、町長
の行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

八
峰
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

八
峰
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

八
峰
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

八
峰
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

八
峰
町
菌
床
し
い
た
け
ホ
ダ
生

産
・
栽
培
研
修
施
設
条
例
制
定
に

つ
い
て

八
峰
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補

正
予
算

１
億
２
４
１
万
４
千
円
を
増
額
す

る
も
の

主
な
追
加
補
正
分

生
活
バ
ス
路
線
及
び
マ
イ
タ
ウ

ン
バ
ス
維
持
費
補
助
金
、
秋
田

の
し
い
た
け
販
売
三
冠
王
獲
得

事
業
補
助
金
、
夏
井
沢
川
河
川

災
害
復
旧
工
事
費
、
人
件
費

各
特
別
会
計
補
正
予
算

12
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案
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　平成30年２月14日（水）から申告相談を受け付けます。いずれの会場でも申告できますが、
混雑を防ぐため行政区ごとに日時と会場を設定していますので、なるべく指定された日にご来
場ください。

【申告が必要な方】
・平成30年１月１日現在、町内に住所がある方
（平成29年中に収入が無くても、国民健康保険税の算定及び各種福祉関係の給付等に所得証
明書が必要な方は、役場税務会計課へ連絡が必要となる場合があります。）

【申告の必要が無い方】
・税務署に所得税の確定申告をする方
・給与収入のみで、年末調整済みの方

【申告に必要なもの】
①申告前に郵送される町民税・県民税の申告書
　（税務署から確定申告書が郵送されている場合は、その封筒一式）
②印鑑
③本人確認書類の写し ≪マイナンバーカード又は通知カード及び身元確認書類≫
④収入・経費がわかる書類
⑤給与・年金等の源泉徴収票　※原本（コピー不可）
⑥社会保険料、生命保険料や地震保険料等の控除証明書　※原本（コピー不可）
⑦医療費の支払領収書または医療費控除の明細書　※病院や薬局ごとに金額を集計して一緒に
お持ちください

⑧所得税の還付・納付の場合、通帳と通帳印

　待ち時間短縮と円滑な申告ができるよう、営業や農業・不動産の申告をする方は、必ず「収
支内訳書」を作成して経費等の領収書と一緒にお持ちください。昨年分までの申告内容等から
判断し、平成29年分の申告が必要と思われる方には、１月中旬に申告書や収支内訳書用紙を郵
送します。
　また、申告書が届かなくても、平成29年中に一時的に収入があった方や途中で退職した方な
どは申告が必要となることもあります。

平成30年度　申告相談日程表

税務会計課からのお知らせ

月　日

 2月14日 水 岩館第２

 2月15日 木 岩館第１・小入川 ファガス 午前９時～午後３時    

 2月16日 金 滝の間・横間

 2月17日 土 休　　み － －

 2月18日 日 休　　み － －    

 2月19日 月 立石・茂浦

 2月20日 火 中浜

 2月21日 水 椿・椿台 
ファガス 午前９時～午後３時

 

 2月22日 木 浜田    

 2月23日 金 休　　み － －    

 2月24日 土 休　　み － －    

 2月25日 日 休　　み － －

 2月26日 月 目名潟・萩の台・蝦夷倉

 2月27日 火 岩子・大久保岱・大岱

 2月28日 水 水沢･駅前・大槻野 峰栄館 午前９時～午後３時

 3月1日 木 三ツ森・カッチキ台・高野々    

 3月2日 金 田中・大土面・沼田    

 3月3日 土 休　　み － －    

 3月4日 日 町内全域　（平日の申告が困難な方） 峰栄館 午前９時～午後３時    

 3月5日 月 畑谷・上畑谷・内坂・強坂・小手萩

 3月6日 火 仲村・塙・大信田

 3月7日 水 大沢・横内・外林 峰栄館 午前９時～午後３時

 3月8日 木 石川・内荒巻・稲子沢・大野

 3月9日 金 町内全域    

 3月10日 土 休　　み － －    

 3月11日 日 町内全域　（平日の申告が困難な方） ファガス 午前９時～午後３時    

 3月12日 月 休　　み － －

 3月13日 火 本館・八森第３

 3月14日 水 八森第２・八森第１ ファガス 午前９時～午後３時

 3月15日 木 町内全域

曜日 会　場 受　付　時　間対　象　区　域

～申告の準備はお早めに～
平成30年度　町民税・県民税の申告受付が始まります！

■問合せ先　八峰町税務会計課　☎76－4604

　マイナンバー制度の導入により、申告書関係書類に提出される方のマイナ
ンバーの記載が必要になります。本人確認は、①マイナンバーカード（個人
番号カード）又は②通知カード及び運転免許証などの身分証明書などで確認
を行うため、申告の際には、これらの本人確認書類の写しを提出していただ
くことになります。詳しくは９ページをご覧ください。
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　適切な健康管理の下で医療用医薬品からの代替を進める観点から、健康の維
持・増進や疾病の予防など、一定の取組を行う方が自己又は自己と生計を一に
する配偶者その他の親族に係る一定のスイッチＯＴＣ医薬品を購入した場合、
その年分の総所得金額等から控除できる医療費控除の特例が始まります。

対象となる期間は？
平成29年１月１日から平成33年12月31日まで
※ 平成29年１月１日購入分から対象となります。

控除となる額は？
医薬品の購入額が１万２千円を超える場合に、その超える部分の金額について、その年分
の総所得金額等から控除されます。控除の上限は８万８千円です。

一定の取組とは？
「特定健康診査（メタボ検診）」「予防接種」「定期健康診断（事業主検診）」「健康診
査（人間ドックなど）」「がん検診」が該当します。

スイッチＯＴＣ医薬品とは？
医師の処方が必要だった医療用医薬品から転用された、薬局などで購入できる医薬品で
す。
対象医薬品については厚生労働省のホームページをご参照ください。

必要な書類は？
控除の適用を受ける場合は申告が必要です。①医薬品購入時の領収書　及び　②「一定の
取組」を行ったことがわかる書類を申告相談会場で提示してください。

【注意】この特例の適用を受ける場合、通常の医療費控除は受けられません。

①マイナンバーカードをお持ちの方は、
　このカードだけで本人確認が可能で
　す。

②マイナンバーカードをお持ちでない方は、マイナンバーを確認できる書類と身元確認書類が
必要です。

◎扶養する方のマイナンバーは申告者が記載します。
◎代理人による提出の場合：上記の確認書類＋委任状＋代理人の身元確認書類が必要です。
◎税務署へ確定申告書を提出する際にもコピーを添付する必要があります。

■問合せ先　八峰町税務会計課　☎76－4604

■開設期間　　２月16日（金）～３月15日（木）※土日、祝日除く

■受付時間　　午前９時～午後４時（提出は５時まで）

■開設場所　　能代税務署

■そ の 他　　会場開設前は申告書作成会場を設置しておりません。

※平成29年分の確定申告より医療費控除の適用に当たって

は、医療費の領収書の添付または提示に代わり、「医療費控除

の明細書」の添付が必要になりました。

（注意）平成31年までの確定申告については領収書の添付ま

たは提示によることもできます。

■問合せ先　能代税務署　☎52－6111

税務会計課からのお知らせ

スイッチＯＴＣ薬控除（医療費控除の特例）が始まります

申告手続きにはマイナンバーの記載が必要です！

■問合せ先　八峰町税務会計課　☎76－4604

マイナンバーを確認できる通知カード
（又はマイナンバーが記載された住民票の写し） 身元確認書類

≪記載したマイナンバーの持ち主
であることを確認できる書類≫
・運転免許証
・パスポート
・在留カード
・公的医療保険の被保険者証
・身体障害者手帳
　　　などのうち、いずれか1つ

能代税務署からのお知らせ　～確定申告書作成会場開設期間～

本人確認の
ため、原本
またはコピ
ーを持参し
てください。

プラス



軽油引取税免税証（農業用）交付申請について
　農業用免税軽油制度は、法律上、平成30年３月31日で終了することになっておりますが、制度が継続され
た場合に対応するため、平成30年度使用分の免税証交付申請書の集合受付を行いますので、免税証の交付を
希望する方は、下記により申請手続を行ってください。
　制度が継続されない場合は、免税証を交付できませんが、制度が継続された場合、集合受付を行った方につ
いては、４月上旬に免税証を交付する予定です。
　県税事務所窓口での受付は平成30年２月23日から行いますが、その場合、集合受付を行った方よりも免税
証の交付が遅くなりますので、できるだけ下記会場で申請手続を行ってください。
■申請受付日時　　平成30年２月22日（木）午前10：00～午前11：30、午後１：00～午後３：30
■申請受付会場　　山本地域振興局　３階　大会議室
■必要書類一覧

※注意　①当日は大変混み合うことが予想されますので、必ず申請書に記入してお越しください。
原則として、受付は記入された方から行います。申請書用紙の無い方は下記の問合せ先に連絡してく
ださい。

②制度が継続された場合、使用者証（厚紙）の有効期間は、使用者証の交付日から３年間となりますの
で、使用者証の交付年月日が平成27年12月以前である場合は更新申請が必要です。

③秋田県証紙（400円分）は免税証交付時にいただきます。
④共同申請で、使用者の増加又は入れ替えがある場合は更新申請、使用者が脱退する場合は書換申請が
必要です。なお、印鑑と耕作証明書は全員のものが必要です。

■問合せ先　　秋田県総合県税事務所　課税第二課　☎０１８－８６０－３３４１
　　　　　　　秋田県総合県税事務所　山本支所　　☎０１８５－５２－６２０１

農事講演会開催のお知らせ
テーマ：「農業で幸せになろう」素人たちが始めた「ゼロ」からの挑戦　～なつかしい未来へ　先進的原点回帰～
　８回目となる今回の講師は、「桃豚」で知られる、ポークランドグループ代表の豊下勝
彦氏をお招きします。スーパーの精肉コーナーでよく目にする桃豚をはじめ、堆肥の生
産や野菜生産直売所の運営等様々なグループ事業の中で、養豚の６次産業化や養豚を
中心とした循環型農業に取り組んでいます。（詳しくは「十和田湖高原ポーク桃豚」で検
索）入場無料です。どうぞお誘い合わせのうえご来場ください。
■日　　時　１月27日（土）　午後１時30分～
■会　　場　峰栄館　多目的ホール
■問合せ先　八峰町農業委員会　☎７６－４６１１

藍
綬
褒
章
　
更
生
保
護
功
績

　
　
　
　
　
奈
良
德
男
さ
ん
（
椿
）
が
受
章

　

11
月
２
日
、
政
府
は
、

秋
の
褒
章
受
章
者
を
発
表

し
、
奈
良
德
男
さ
ん
が
更

生
保
護
功
績
で
藍
綬
褒
章

を
受
章
し
ま
し
た
。
奈
良

さ
ん
は
、
平
成
２
年
７
月

に
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
、

現
在
ま
で
27
年
以
上
務
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

27
年
に
は
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

「
保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
犯
罪
を
し
た
者
の
改

善
及
び
更
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
の
た
め
世
論
の
啓

発
に
努
め
、
も
つ
て
地
域
社
会
の
浄
化
を
は
か
り
、
個
人
及
び
公
共

の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
そ
の
使
命
と
す
る
。
」
と
保
護
司
法

第
１
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
さ
ん
は
、
こ
の
使
命
の
も
と
、

保
護
観
察
対
象
者
と
の
対
話
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
「
月
に
２

回
会
っ
て
指
導
す
る
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
今
後
の
こ
と
を
話
す
よ

う
に
し
た
」
と
言
い
、
親
に
も
会
っ
て
、
更
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

委
嘱
当
初
は
、
仕
方
な
く
引
き
受
け
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
自
分

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
７
月
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
を
は
じ
め
と
す
る
地
道
な
犯
罪
予
防
活
動
に
も
力
を
い

れ
て
き
ま
し
た
。
保
護
司
の
定
年
で
あ
る
75
歳
を
超
え
、
現
任
期
の

平
成
30
年
６
月
末
で
保
護
司
を
引
退
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
八
峰
町

で
大
き
な
事
件
等
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
い
い
、

「
引
退
と
な
り
ま
す
が
、
犯
罪
防
止
の
た
め
手
伝
え
る
こ
と
は
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

水産功績者表彰
岡本リセ子さん（岩館１）が受賞

　12月１日、東京都で行
われた一般社団法人「大
日本水産会」主催の平成
29年度水産功績者表彰式
にて、岡本リセ子さんが
水産功績者として表彰さ
れ、賞状と銀杯が授与さ
れました。
　岡本さんは全国漁協女
性部連絡協議会の会長理
事などを務められ、今回は「しょっつる」の製造・
販売を始めとした地域の活性化への尽力と、漁協女
性部の代表としての長年の活動により表彰されまし
た。
　当日は40名の水産功績者が業種ごとに表彰され、
岡本さんは沿岸・漁業関係ほかの代表として賞状を
受け取りました。表彰式は秋篠宮殿下ご臨席のもと
行われ、表彰式後のパーティーでは、殿下から「し
ょっつるをどのように使われているのですか？」と
ご質問いただいたとのことでした。

区分

 新規  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○

 更新 ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 継続 ○     ○ ○ ○ ○ ○ ○

 書換 ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○

免
税
軽
油
使
用
者
証

機
械
の
購
入
証
明
書

免
税
軽
油
使
用
者
証

交

付

申

請

書

誓
　

約
　

書

秋
田
県
証
紙（
４
０
０
円
）

免
税
証
交
付
申
請
書

農
業
委
員
会
が
交
付

す
る
耕
作
証
明
書

免
税
軽
油
の
引
取
り

等
に
係
る
報
告
書

前
年
購
入
し
た

軽
油
の
納
品
書
又
は

購

入

証

明

書

印　
　
　
　
　
　

鑑

未
使
用
の
免
税
証

長年の功績に光

援護事業功労者厚生労働大臣表彰
笠原幸子さん（水沢中）が受賞

　12月７日、東京都で行
われた援護事業功労者厚
生労働大臣表彰伝達式に
て、笠原幸子さんが厚生
労働大臣表彰を受賞しま
した。
　援護事業功労者厚生大
臣表彰は、多年にわたり
戦傷病者、戦没者遺族、
未帰還者留守家族等の援
護に関する事業に携わり、功績が顕著な方に送られ
ます。秋田県からは笠原さんを含む３名が受賞しま
した。
　笠原さんは現在、八峰町遺族会会長の他、一般財
団法人秋田県遺族連合会の女性部部長と評議員を務
められており、町が毎年実施している戦没者追悼式
への協力や、護国神社参拝等の町遺族会主催事業推
進の他、県主催の遺骨収集事業や海外慰霊巡拝等へ
意欲的に参加するなど、英霊顕彰事業を通じて、援
護事業の推進に貢献しております。

広報はっぽう　2018.1月号 10広報はっぽう　2018.1月号11

7,050円

7,250円
5,750円



ジオパーク活動に参加した能代高校生の感想②

広報はっぽう　2018.1月号 12広報はっぽう　2018.1月号13

八峰町プレミアム商品券・八峰町敬老記念商品券　取扱店

5,000円から配達します
オードブル・お刺身も承ります

連載 第83回

そ
の
地
域
の
良
さ
を
知
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
地
形
や
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
く

調
べ
て
い
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
興
味

を
持
っ
て
い
く
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
今
回
ジ
オ
パ
ー
ク
の

全
国
大
会
に
参
加
し
て
分
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ジ
オ
パ

ー
ク
に
携
わ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
は

自
分
の
住
む
地
域
が
大
好
き
で
、
と

て
も
生
き
生
き
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
き
っ
と
ジ
オ
パ
ー
ク
に
触

れ
る
こ
と
は
地
域
を
好
き
に
な
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

 

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
　
輪
　
拓
　
磨

　

〒
０
１
８̶

２
６
３
２

　

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
三
十
釜
一
四
四̶

一

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
内

TEL
０
１
８
５̶

77̶

３
０
８
６

山
内
　
海
人
（
一
年
）

　

10
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
僕
た
ち
能
代
高
校
科
学
部
は

こ
の
大
会
で
ガ
イ
ド
役
を
務
め
る
た

め
に
八
峰
町
の
講
習
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
国
の
人
た
ち
に
白
神
山
地
や
白

瀑
神
社
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

ポ
ス
タ
ー
の
下
書
き
作
り
が
大
変
で

し
た
が
、
白
神
山
地
や
白
瀑
神
社
の

魅
力
を
写
真
・
文
章
・
ガ
イ
ド
な
ど

で
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
27
日
の
白
瀑
神
社
で
の
ガ
イ
ド

は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
祀
っ

て
い
る
神
な
ど
の
説
明
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
活
動
が
今
後
の
活
動
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。加

藤
　
美
羽
（
一
年
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
活
動
を
重

ね
る
に
つ
れ
、
意
欲
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
白
瀑

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
調
べ
て
ガ
イ

ド
を
し
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
は
、
調
べ
学
ん
で
い
く
過
程
が
、

が
魅
力
」
「
冬
季
の
イ
ベ
ン
ト
が
少

な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
ガ
イ
ド
と
し
て
の
心

構
え
」
と
題
し
て
辻
正
英
氏
（
八
峰

町
白
神
ガ
イ
ド
の
会
）
が
ガ
イ
ド
時

の
留
意
事
項
や
安
全
管
理
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
時
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
救
急
セ
ッ
ト

な
ど
装
備
品
を
し
っ
か
り
準
備
す
る

こ
と
や
、
ガ
イ
ド
す
る
場
所
ご
と
に

異
な
る
注
意
す
べ
き
こ
と
を
把
握
す

る
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
月
も
ジ
オ
パ
ー
ク
全

国
大
会
に
参
加
し
た
能
代
高
校
生
た

ち
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
八
峰
白
神

ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し
て
地
域
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会

　
　
　
　
「
机
上
編
」
開
催

　

12
月
10
日
（
日
）
に
八
峰
町
白
神

ガ
イ
ド
の
養
成
講
習
会
「
机
上
編
」

を
行
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
を
目
指
す

参
加
者
が
集
ま
り
、
ガ
イ
ド
に
必
要

な
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
講

習
に
は
能
代
高
校
科
学
部
の
生
徒
が

部
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

「
町
内
観
光
（
施
設
等
）
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
板
谷
大
樹
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
八
峰
町
観
光
協
会
）
が
、

観
光
実
態
の
紹
介
や
八
峰
町
の
地
域

資
源
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
５
人
で
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
自
然
、
食
、
伝
統

行
事
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、

八
峰
町
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
地
域
資

源
を
知
る
こ
と
で
、
町
全
体
の
案
内

が
出
来
る
ガ
イ
ド
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
知
ら
な

い
情
報
は
参
加
者
同
士
で
教
え
合
い
、

例
え
ば
八
峰
町
の
伝
統
行
事
に
つ
い

て
「
石
川
駒
踊
り
」
や
「
本
館
た
い

ま
つ
祭
り
」
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
気
づ
い
た
こ
と
の
発
表
を
行

い
、
八
峰
町
の
観
光
の
特
徴
に
つ
い

て
「
年
間
を
通
し
て
山
と
海
の
自
然

ワークショップで意見を出し合う参加者たち。

沢目子ども園 八森子ども園 塙川子ども園

八峰町の観光資源を発表する高校生。

笑
う
ま
ち
に
は

福
来
た
る

　今月は「八峰町の光！」子供達にスポットを当てます。
　町内子ども園のおゆうぎ会の写真とともに八峰町の子育て支援
の魅力の一部を紹介します。

●まちの子育て支援（出生前～子ども園編）

出 生 前　不妊治療費助成、妊婦健診、歯科健診、インフルエンザ予防接種助成
（妊婦）

出　　生　赤ちゃん誕生祝い金、未熟児養育医療費助成、児童手当（中学生まで）、
福祉医療費助成（高校生まで無料）、チャイルドシート購入費助成、子ど
も子育てマイブック、乳幼児健康診査、ベビータッチングケア講習会、離
乳食教室、インフルエンザ予防接種助成（高校生まで）、任意予防接種助
成（おたふく・ロタ）

子ども園　０歳～２歳までの保育料半額！３歳以上は保育料無料！※３歳未満児に
ついて、算定される保育料からの半額免除になりますが、入所児童の世
帯状況（市町村民税額）によって保育料は変わります。
虫歯予防（フッ素塗布、洗口）

八峰町のニュースやイベントなど
様々な角度からまちの魅力を発信します。
八峰町のニュースやイベントなど
様々な角度からまちの魅力を発信します。
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12
月
19
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
い
」
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
あ
い
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
「
め

ん
ち
ょ
こ
ひ
ろ
ば
」
と
し
て
、
子
ど
も
園

入
園
前
の
子
ど
も
、
保
護
者
、
妊
婦
さ
ん

を
対
象
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
ゲ
ス

ト
に
柴
田
恵
美
子
さ
ん
（
目
名
潟
）
を
お

迎
え
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
英
語
で
お
話

を
聞
い
た
り
、
楽
し
い
歌
や
お
ど
り
を
し

た
り
し
て
英
語
に
親
し
み
ま
し
た
。
会
場

に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場
し
、
子
ど

も
た
ち
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

思
わ
ず
泣
い
て
し
ま
う
子
も
い
ま
し
た
が
、

「
サ
ン
タ
さ
ん
ま
た
来
て
ね
」
と
元
気
な

声
が
響
き
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
、
岩
館
漁
港
か
ら
北
に
数
百

メ
ー
ト
ル
の
岩
場
で
、
国
籍
不
明
の
木
造

船
が
転
覆
し
て
い
る
の
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
付
近
に
は
ハ
ン
グ
ル
と
み
ら
れ
る
文

字
が
記
さ
れ
た
木
片
も
あ
り
ま
し
た
。

　

乗
員
は
お
ら
ず
、
不
審
な
人
物
な
ど
の

情
報
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
不
安
を
感
じ

た
住
民
も
多
く
い
ま
し
た
。
県
内
で
は
同

様
に
北
朝
鮮
の
船
と
み
ら
れ
る
木
造
船
の

漂
着
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

能
代
警
察
署
で
は
、
木
造
船
漂
着
の
事

案
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
不
審
な

船
等
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
安
易
に
近

づ
く
こ
と
な
く
、
警
察
に
連
絡
す
る
よ
う

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
巡
回
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
19
日
、
峰
浜
小
学
校
の
２
年
生
が
、

新
春
交
通
安
全
祈
願
メ
ッ
セ
ー
ジ
レ
タ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
能
代
山
本
地
区
交

通
安
全
協
会
の
塙
川
支
部
と
沢
目
支
部
、

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
八
峰
支
店
が
合
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
２
年
生
が
祖
父
母
に
宛
て

て
、
用
意
さ
れ
た
年
賀
は
が
き
に
交
通
安

全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
ま
し
た
。

「
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
な
い
で
」
「
道

路
が
凍
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
気

を
付
け
て
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
、
交
通
安
全
を
祖
父
母
に
伝
え
よ
う
と

机
に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ん
な
で

ど
ん
な
こ
と
を
書
い
た
か
を
発
表
し
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
２
、
３
日
、
東
京
都
の
お
台
場
に

あ
る
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
の
石

と
光
の
広
場
で
、
「
第
７
回
秋
田
・
鳥
取

食
の
祭
典
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
首
都
圏

で
の
ハ
タ
ハ
タ
の
知
名
度
向
上
を
目
的
に
、

秋
田
県
と
鳥
取
県
の
主
催
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

八
峰
町
か
ら
は
、
鈴
木
水
産
、
日
本
白

神
水
産
が
参
加
し
ま
し
た
。
両
県
で
ハ
タ

ハ
タ
料
理
を
競
い
合
う
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ‐

１

グ
ラ
ン
プ
リ
」
ハ
タ
ハ
タ
部
門
で
は
、
八

峰
町
の
し
ょ
っ
つ
る
鍋
が
、
３
年
連
続
４

回
目
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

八
峰
町
ふ
る
さ
と
会
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合

わ
せ
、
八
峰
町
の
ハ
タ
ハ
タ
・
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松

波
苑
と
海
光
苑
で
「
三
味
線
・
尺
八
・
民

謡
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
利
用
者
は
三
味

線
や
尺
八
の
音
色
と
こ
ぶ
し
の
効
い
た
歌

声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
は
、
越
中
秀
雄
プ
ロ
ア
ク

シ
ョ
ン
（
カ
ッ
チ
キ
台
）
に
よ
る
も
の
で
、

「
高
橋
孝
二
郎
と
仲
間
た
ち
」
と
共
に
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

12
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

海
光
苑
で
は
、
「
生
保
内
節
」
、
「
秋

田
大
黒
舞
」
、
「
長
者
の
山
」
、
「
浪
花

の
松
五
郎
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

生
の
三
味
線
や
尺
八
、
太
鼓
の
音
に
合
わ

せ
た
唄
に
、
利
用
者
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
い
ま
し
た
。
中
に
は
一
緒
に
歌
う
姿
や

手
踊
り
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
と
て
も
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

10
月
27
日
「
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
市

町
村
巡
回
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
八
峰
町
を
訪

問
し
ま
し
た
。
秋
田
県
で
は
、
「
健
康
寿

命
日
本
一
」
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
訪

問
で
県
と
町
が
互
い
に
協
力
し
町
民
の
健

康
を
増
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

八
峰
町
で
は
「
受
動
喫
煙
防
止
」
を
テ

ー
マ
に
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
健

康
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
で
、

受
動
喫
煙
防
止
に
取
り
組
む
事
業
所
を
10

年
間
で
、
現
在
の
２
事
業
所
か
ら
50
事
業

所
ま
で
増
や
す
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
、
受

動
喫
煙
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
に
理
解
を

求
め
て
い
く
方
針
で
す
。

引き上げられる木造船の一部

サンタクロースをかこみ記念撮影

安全な運転を伝えようと筆を走らせる児童

八
峰
町
の
ハ
タ
ハ
タ
を
Ｐ
Ｒ

お
台
場
で
ハ
タ
ハ
タ
フ
ェ
ス
開
催

三
味
線
・
尺
八
・
民
謡
シ
ョ
ー

特
養
利
用
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手

健
康
づ
く
り
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

受
動
喫
煙
防
止
で
健
康
宣
言　

祖
父
母
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

「
新
春
」
交
通
安
全
祈
願
メ
ッ
セ
ー
ジ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
い
あ
い
」

　
　

英
語
に
親
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
会

木
造
船
が
岩
館
の
海
岸
に
漂
着

　
　
　
　
　

北
朝
鮮
籍
の
船
か

しょっつる鍋を求めて行列ができていました

なじみの民謡に聞き入りました

町民の健康づくりをすすめる健康宣言を行いました



はっぽう

は っ ぽ う

新
　
年
　
を
　
迎
　
え
　
て

教
育
長

千
　
葉
　
良
　
一
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ファガス図書室 峰栄館図書室
新しく入った本のお知らせ

【絵本、児童書】
【絵本】うまれるまえのおはなし ひだのかな代
【絵本】つばめこうくう もとやすけいじ
【絵本】ぽっぽこうくう もとやすけいじ
【絵本】ほしをさがしに しもかわらゆみ
【絵本】ノラネコぐんだんアイスのくに 工藤ノリコ
【絵本】たこやはちべえりゅうぐうのたび さねとうあきら
【絵本】ノンタンスプーンたんたんたん キヨノサチコ
【児童書】妖怪ウォッチ５　イラストストーリー レベルファイブ
【児童書】灰色の本　よみがえる怪談 緑川聖司
【児童書】アイドル王子は知っている 藤本ひとみ
【児童書】学校の都市伝説は知っている 藤本ひとみ
【児童書】フライパンで作るはじめてのごはん 寺西恵里子
【児童書】はじめてのおやつ 寺西恵里子
【一般書】（小説、よみもの、コミック、実用書）
【小説】西郷どん！　前編・後編 林真理子
【小説】百貨の魔法 村山早紀
【小説】ノーマンズランド(姫川玲子シリーズ７） 誉田哲也
【小説】大獄　西郷青嵐賦 葉室麟
【小説】伊藤くんＡｔｏＥ(映画原作本） 柚木麻子
【小説】警視庁公安Ｊ 鈴峯紅也
【小説】皇帝の剣　上・下　浮世絵宗次日月抄 門田泰明
【小説】真夜中のパン屋さん　午前５時の朝告鳥６ 大沼紀子
【よみもの】サピエンス全史　上・下 ユヴァル・ノア・ハラリ
【よみもの】闇の中に光を見いだす（ハート文庫） 清水康之
【よみもの】クマにあったらどうするか 姉崎等
【よみもの】発酵文化人類学 小倉ヒラク
【よみもの】「あの世」の先輩方が教えてくれたこと 松原照子
【よみもの】小学校最初の３年間で本当にさせたい｢勉強」 中根克明
【実用書】世界一美味しい煮卵の作り方 はらぺこグリズリー
【実用書】オールガイド食品成分表 実教出版編集部
【コミック】宇宙兄弟　32 小山宙哉

【絵本、児童書】
【しかけ絵本】くまくまくんのうちゅうりょこう ベンジー・ディヴィス
【しかけ絵本】もしもし電話 三起商行
【絵本】ゆきがやんだら 酒井駒子
【絵本】ぼくのおとうさんとおかあさん みやにしたつや
【絵本】てをつなぐ 鈴木まもる
【児童書】スイーツ駅伝 二宮由紀子
【児童書】あるかしら書店 ヨシタケシンスケ
【児童書】戦国ベースボール鉄壁の鎖国守備ｖｓ徳川将軍家 りょくち真太
【児童書】あさひなぐ　映画ノベライズ こさぎ亜衣
【児童書】斉木楠雄のΨ難　映画ノベライズ 福田雄一
【児童書】漫画　君たちはどう生きるか 吉野源三郎
【児童書】知里幸恵とアイヌ 学習まんが人物館
【児童書】あしたヒーローになれる！ドッジボール 吉田隼也
【一般書】（小説、よみもの、コミック、実用書、郷土史）
【小説】西郷の首 伊東潤
【小説】琥珀の夢　上・下巻 伊集院静
【小説】ミステリークロック 貴志祐介
【小説】吹上奇譚　第1話 よしもとばなな
【小説】僕はロボットごしの君に恋をする 山田悠介
【文庫小説】余命10年 小坂流加
【文庫小説】探偵はBARにいる・３巻 東直己
【詩画集】花よりも小さく 星野富弘
【よみもの】友情　平尾誠二と山中伸弥「最後の一年」 山中伸弥、平尾誠二
【よみもの】マリー・アントワネットの髪結い ウィル・バショア
【コミック】マタギ 矢口高雄
【実用書・医学】狭心症・心筋梗塞ー発作を防いで命を守るー 三田村秀雄
【実用書・教育】大学の学科図鑑 石渡嶺司
【実用書・家政】よくわかるストールの巻き方使い方 石田純子
【実用書・料理】魔法のゼリー 荻田尚子
【郷土史】加賀家文書現代語訳版　第一巻～第五巻 別海町郷土資料館
【郷土史】首都圏在住秋田人100人の物語 秋田ひぇばなの会

金谷信榮氏の寄付金で購入した本の他に、
寄贈本もご紹介しています。 寄贈本もご紹介しています。

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第140号

 〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時　
　　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉
　■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196－1　　　　☎0185－77－3700
　■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20－1　☎0185－76－2323

としょしつだより　

この他の新刊図書については、各図書室までお問合せください。

●司書のホンのつぶやき●　ファガス図書室 編

　　　図書室には【郷土・地域に関する
資料を広く収集する】という役割もあ
ります。ファガス図書室の郷土史コー
ナーでは、秋田県に関連した本のほか、
八峰町に関連深い本を「白神山地」「ハ
タハタ」「五能線」「菅江真澄」と分類し
置いています。今回あらたに「加賀家文
書・アイヌ関連」の分類を追加しまし
た。かつて北海道などに先住していた
アイヌ民族。五代にわたり蝦夷地でア
イヌ語の通訳にあたった、八森出身・加
賀伝蔵氏の残した加賀家文書の現代語
訳版などを置いています。興味のある
方はぜひご覧ください。

　当選された方には直接ご連絡をさしあげております。たく
さんのご応募ありがとうございました。

ふろく抽選会の当選発表について

　○期間 : １月30日(火)～２月２日(金)
　○場所 : ファガス図書室、峰栄館図書室、
　　　　　移動図書館車「としょカーん」

上記期間中は、「本の貸出」と図書室内への入室がで
きません。｢本の返却」はいつもどおり受付けます。
※蔵書点検とは？
図書室のすべての本（約24,000冊）を一冊ずつチェックして、
なくなっている本がないか調べる作業です。

蔵書点検のため休館します

児童書新刊も貸出中
『豊かなアイヌ文化を初めて
　文字で表現した天才少女.
　知里幸恵とアイヌ.』

なまはげが目印！通路脇の本棚、
郷土史コーナー。

あけましておめでとうございます！！スタッフの山崎典康です。今年の干支は「いぬ」、
私もトシ男です。巡回していると、犬との散歩中の光景を良く見かけます。結構、愛犬
家が多いことに気が付きます。犬は寒さに強いですもんね。さて、干支にどうして「ね
こ」が入ってないのだろう?不思議ですよね。一番身近な生き物なのにね。としょカー
ん・各図書室にくれば色々な疑問の解決のためのヒントが見つかりますよ。実際、そう
いう目的での利用者もいます。今年も話題を提供していきたいと思っていますので、よ
ろしくお願いします。

移動図書館車「としょカーん」だより

新
　
年
　
を
　
迎
　
え
　
て

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く
よ
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
町
教
育
の
振
興

に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は
今
年
度
も｢

自
立
で
き

る
子
ど
も
の
育
成｣

「
町
民
の
豊
か
な
生

活
支
援
」
を
目
標
に
先
進
的
な
取
り
組

み
や
、
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
特
に
自
立
で
き
る
子
ど
も
の
育
成

に
関
し
て
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
環
境

が
年
々
厳
し
く
な
る
な
か
、
も
は
や
、

子
ど
も
園
や
学
校
だ
け
で
解
決
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
何
ら
か

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
指
定

と
支
援
を
受
け
て
町
内
の
小
中
学
校
に

お
い
て
「
コ
ミ
ュ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

学
校
で
の
教
育
活
動
を
地
域
に
情
報
発

信
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
学
校
に
対
す

る
率
直
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
り
、
地

域
の
方
々
に
授
業
や
学
校
行
事
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

学
校
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
い
っ
た
、
「
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
で
す
。
今
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
を
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
町
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
子
育
て
環
境
の
充
実
、
さ
ら

に
は
園
児
数
の
減
少
と
現
施
設
の
老
朽

化
に
対
応
す
る
た
め
、
八
森
地
区
に
続

き
、
峰
浜
地
区
子
ど
も
園
の
統
合
・
整

備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
「
峰
浜
地
区

子
ど
も
園
の
あ
り
方
検
討
会
」
さ
ら
に

は
、
「
峰
浜
地
区
統
合
子
ど
も
園
等
検

討
委
員
会
」
か
ら
い
た
だ
い
た
答
申
や

提
言
に
よ
っ
て
、
若
い
保
護
者
の
皆
さ

ん
が
働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
町
の
将
来
に

直
結
す
る
緊
急
の
重
要
な
課
題
で
も
あ

る
と
考
え
、
提
言
ど
お
り
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
、
建
設
場
所
は
、
沢
目
、

塙
川
両
子
ど
も
園
の
中
間
位
置
を
考
慮

し
て
峰
栄
館
周
辺
で
検
討
し
て
参
り
ま

す
の
で
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
文
化
芸
術
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
、
今
後

さ
ら
に
進
む
少
子
高
齢
化
社
会
を
見
据

え
た
施
設
の
充
実
と
環
境
整
備
が
求
め

ら
れ
、
特
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
経
年

に
よ
り
劣
化
の
進
む
フ
ァ
ガ
ス
、
峰
栄

館
や
、
土
床
体
育
館
な
ど
の
設
備
等
の

改
修
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
が
、
み
な
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
心
穏
や
か
で
幸
せ
な
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
育
長

千
　
葉
　
良
　
一

生涯学習だよりはっぽう
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平成30年

■１月16日～31日の行事予定
                  対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
   めんちょこひろば 子育て支援センター 午前10：00～午前11：00 内容：人形劇
16 火  「あいあい」  　　：「ジャングルジム」大山美丈子さんによる人形劇です。
　   八森第3介護予防教室 八森第3地蔵堂 午後2：00～午後3：30 内容：軽体操やレクゲーム、認知症の予防訓練
　   心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：齊藤一義相談員
　17 水 岩子健康教室 岩子生活改善センター 午前10：00～午前11：30 健康に関するお話ほか。      岩子自治会の方はどなたでもご参加ください。
　 　 　    対象：Ｈ２９年８月～Ｈ２９年９月生まれ 18 木 離乳食教室 八森保健センター 午前9：30～午前10：00 ※参加希望者は１２日（金）まで健康推進係へ☎７６－４０６８
　   茂浦介護予防教室 茂浦コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 内容：軽体操やレクゲーム、認知症の予防訓練
　 19 金    内容：健康講話・健康相談
   浜田健康教室 浜田コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 テーマ：「歯の健康について」
      浜田自治会の方はどなたでもご参加ください。
　      「ぬかもり館」に集まって「お茶を飲みながらおしゃ
 20 土 もりのカフェ 椿台コミュニティセンター 午後３：３０～午後７：００ べりする」交流の場です。どなたでもお気軽においで
    「ぬかもり館」  ください。「もりのカフェ」ののぼりが目印です。
　   のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の悩みを持っている方が情報交換する場です。      どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
　      陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備
 22 月 交流サロン「らべんだー」 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 してお待ちしております。「ほっとした時間を過ごし      たい」「誰かと話したい」「近くに来たついでに」どな
      たでもお気軽にお立ち寄り下さい。
　   ほっと健康相談 塙川健康センター 午後1：30～午後4：00 保健師が個別に相談に応じます。お気軽においでく      ださい。　担当保健師　武田
　   大久保岱介護予防教室 大久保岱生活総合センター 午後2：00～午後3：30 内容：軽体操やレクゲーム、認知症の予防訓練
　   行政相談 水沢コミュニティセンター 午前9：30～午前11：30 担当：中山朱子委員
　 　 　  八森子ども園  対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
   めんちょこひろば （現地集合） 午前10：00～午前11：00 内容：八森子ども園の園児と交流します
 23 火 　 　    対象：脳卒中後遺症者
   活き活き健康教室 八森保健センター 午前10：00～午後3：00 内容：健康チェック・訓練      ※参加希望者は下記へ連絡をしてください。
      　健康推進係☎７６－４０６８　八森保健センター☎77－4050
　   心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：中山朱子相談員
　 24 水 １歳６カ月児健康診査 八森保健センター 受付： 対象：H28年4月生～H28年7月生まれ
   ３歳児健康診査  午後0：30～午後1：00 対象：H26年4月生～H26年7月生まれ
　   ポプリの会 子育て支援センター 午前10：00～午前11：30 対象：子ども園入園前の子どもと保護者    「あいあい」  内容：自由遊び
25 木
   １歳児健康相談 八森保健センター 受付： 対象：H28年12月生～H29年1月生まれ     午前9：30～午前10：00
　26 金 中浜介護予防教室 中浜コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 内容：軽体操やレクゲーム、認知症の予防訓練
　
27 土 全町バスケットボール大会 八峰町民体育館（旧八森中） 午前8：30～ 27日は小学生及び中学生、28日は一般が熱戦を
   （～２８日）   繰り広げます。
　      対象者：岩館第２地区にお住まいの方
28 日 いさりびサロン 漁火の館 午前10：00～正午 参加費：１人１００円
      お茶やおいしいお菓子を用意しております。
　 　 　 行政相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～午前11：30 担当：辻正英委員
　 29 月 のんき会・のんき家族の会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の悩みを持っている方、その家族や関係者が情報交換      する場です。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
　 　 　  子育て支援センター  対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
30 火 

めんちょこひろば 「あいあい」 午前9：30～午前11：00 内容：節分の製作
　   高野々介護予防教室 高野々コミュニティセンター 午後2：00～午後3：30 内容：軽体操やレクゲーム、認知症の予防訓練
　31 水 心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：大高アツ子相談員

日・曜日 行　事　名 場　　所 時　　間 内　　　　容

健康を守る予防の第一歩

自分自身の体に向き合いましょう

　さて、新しい1年が始まりました。この頃になると既に町の健康診断や人間ドックを受診した方が多
いかと思います。手元に届いた健診結果をきちんと確認しましたでしょうか？健診結果は、これまで
の生活習慣の結果を示すものですから、経年の変化も把握しておくことが重要です。食事や運動、禁
煙など生活習慣の改善目標を立て、できることから実践してみましょう。

◆まだ精密検査を受けていない方へ
　要精密検査とは、「がんの疑いを含め異常（病気）がありそう」と判断されたということです。
その原因を調べるため詳しい検査を行う必要があります。精密検査を受けない理由として「症状
がないから」「以前も精密検査を受けたけど大丈夫だったから」など、様々だと思います。これ
ではせっかく受けたがん検診で、見つかるはずのがんを放置することにつながってしまいます。
　秋田県が掲げる精検受診率の目標は90%以上ですが、八峰町の精検受診率の現状は下表のとお
りになります。新しい1年を健康で健やかに過ごすためにも、該当する方は早いうちに病院を受診
しましょう。
　＜平成26年度がん検診精検受診率一覧＞

◆子宮がん検診のお知らせ
　下記の医療機関では、予約なしで子宮がん検診を受けることができます。今年度まだ検診を受
けていない方は、この機会に是非受診してみませんか？
●検診期間　　平成30年3月31日（土）まで
●対 象 者　　20歳以上の女性で、今年度子宮がん検診を受けていない方。
　　　　　　　　※受診日に八峰町に住所のある方　※職場等で検診機会のない方。
●医療機関　　・関口レディースクリニック　☎：53-5121
　　　　　　　・たかはしレディースクリニック　☎：55-0033
　　　　　　　・成田産婦人科医院　☎：52-3317
●検診料金　　・20～69歳以下‥500円　・70歳以上‥無料
　　　　　　　・生活保護世帯、非課税世帯の方‥無料
●備　　考　　以下のクーポン券対象者は、検診料金が無料になります。

■問合せ先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　☎76－4608

出典：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告」

  胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん
 八峰町 66.9% 90.0% 64.3% 85.7% 100%
 秋田県 80.4% 76.7% 71.0% 84.7% 82.2%

 年齢(H29.3.31現在) 生年月日
 20歳 平成08年4月2日 ～ 平成09年4月1日
 30歳 昭和61年4月2日 ～ 昭和62年4月1日
 31歳 昭和60年4月2日 ～ 昭和61年4月1日
 32歳 昭和59年4月2日 ～ 昭和60年4月1日
 33歳 昭和58年4月2日 ～ 昭和59年4月1日
 34歳 昭和57年4月2日 ～ 昭和58年4月1日
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雪崩の兆候や雪崩を発見した場合は、すぐに
下記までご連絡をお願いします。

■連絡先
　八峰町建設課　建設係　　　　　　　☎76－4610
　山本地域振興局建設部　保全環境課　☎52－6109

●
募
　
　
　
集

八
峰
町
職
員
採
用
試
験

試
験
区
分　

保
健
師

試
験
内
容　

短
大
等
卒
程
度

採
用
予
定
人
数　

１
名

受
験
資
格　

　

昭
和
42
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の

資
格
を
有
す
る
か
、
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
予

定
の
方
。

申
込
受
付
期
間　

１
月
15
日

（
月
）〜
１
月
24
日（
水
）

試
験
日
時　

２
月
４
日（
日
）午

前
10
時　

※

試
験
説
明…

午

前
９
時
45
分

試
験
会
場　

八
峰
町
役
場

そ
の
他　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow
n.happou.

akita.jp/

問
・
申　

八
峰
町
総
務
課
（
☎

76
―

４
６
０
１
）

　

平
成
30
・
31
年
度
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ま
の

声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
人
数　

48
名
程
度

申
込
締
切　

２
月
９
日（
金
）当

日
消
印
有
効

任
期　

平
成
30
年
４
月
１
日
か

ら
２
年
間

内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

現
地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な
ど

問
・
申　

東
北
森
林
管
理
局　

企
画
調
整
課　

林
政
推
進
係

（
☎
０
１
８
―

８
３
６
―

２
２

２
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
―

８

３
６
―

２
０
３
１
、
メ
ー
ル 

t_kikaku
@
m
aff.go

.jp

）

●
イ
ベ
ン
ト

冬
の
三
十
釜
カ
ン
ジ
キ
ハ
イ
ク

　

三
十
釜
も
冬
本
番
と
な
り
ま

し
た
。
墨
絵
の
よ
う
な
雪
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
、
カ
ン
ジ
キ

を
履
い
て
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

２
月
４
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

場
所　

白
神
ふ
れ
あ
い
館

問
・
申　

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋

田
（
秋
田
県
東
京
事
務
所
）

（
☎
０
１
２
０
―

１
２
２
―

２

５
５
）

●
講
　
　
　
座

し
ご
と
発
掘
塾
講
座
Ⅱ
の
開

催
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
自
分
に

合
っ
た
仕
事
を
起
こ
そ
う
と
し

て
い
る
方
の
た
め
の
学
習
講
座

を
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
塾
生

で
し
ご
と
発
掘
を
実
践
し
て
い

る
方
か
ら
話
を
聞
き
、
意
見
交

換
を
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
も
進
め
て
い
き

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
18
日（
木
）午
後
７

時
〜
午
後
９
時

場
所　

フ
ァ
ガ
ス　

１
階
研
修
室

内
容　

し
ご
と
発
掘
塾
の
塾
生

の
実
践
報
告
、
意
見
交
換
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

対
象　

起
業
や
仕
事
の
創
出
に

興
味
が
あ
る
方
、
自
分
の
趣

味
や
特
技
・
技
術
を
職
業
と

し
て
活
か
し
た
い
方
、
町
に

定
住
者
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
方
等

問
・
申　

八
峰
町
生
涯
学
習
課　

工
藤
（
☎
77
―

３
７
０
０
）

定
員　

15
名

参
加
費　

１
名
に
つ
き
３
０
０
円

申
込
締
切　

１
月
30
日（
火
）

持
ち
物　

防
寒
具

　

※

カ
ン
ジ
キ
は
貸
出
し
ま
す
。

問
・
申　

ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド

（
☎
77
―

３
０
８
６
）、
白
神

ネ
イ
チ
ャ
ー
協
会
（
☎
70
―

４
２
１
１
）

「
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」
in
東

京
開
催
の
お
知
ら
せ

　

秋
田
県
で
は
、
県
外
に
在
住

し
秋
田
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
と
し
た
「
Ａ
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京
」
を
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
、
お
知
り
合

い
で
Ａ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
10
日（
土
）正
午
〜

午
後
４
時
30
分

場
所　

浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
（
東
京
都
台
東
区
浅

草
橋
１
―

22
―

16
）

内
容　

県
内
企
業
に
よ
る
個
別

面
談
・
企
業
説
明
、各
相
談
ブ

ー
ス
で
の
就
職
・
移
住
相
談
、

Ａ
タ
ー
ン
就
職
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー

●
ス
ポ
ー
ツ

第
12
回
八
峰
町
ユ
ニ
カ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

日
時　

２
月
４
日（
日
）

　

受
付
：
午
前
８
時
45
分
〜

　

予
選
リ
ー
グ
：
９
時
30
分
〜

場
所　

あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

タ
ー

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成　

３
人
１
組

参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

（
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）

申
込
締
切　

１
月
29
日（
月
）午

後
５
時

そ
の
他　

上
履
き
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
勝
ち
進
ん
だ
場
合
、

昼
食
が
必
要
な
場
合
も
あ
る

た
め
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

問　

八
峰
町
生
涯
学
習
課
（
☎

77
―

３
７
０
０
）

八
峰
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
研
修
会

日
時　

２
月
３
日（
土
）午
前
７

時
30
分
〜
２
月
４
日（
日
）午

後
６
時

場
所　

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場

　

※

バ
ス
で
参
加
者
宅
ま
で
送

迎
し
ま
す
。

対
象　

町
民
（
小
学
４
年
生
以

上※

小
学
生
は
大
人
同
伴
に

限
る
）

定
員　

15
名

参
加
費　

大
人 

１
万
５
千
円

　
　
　
　

子
供 

７
千
円

（
１
泊
夕
食
朝
食
付
、
リ
フ

ト
１
日
券
、
保
険
料
含
む
）

※

両
日
の
昼
食
代
、
１
日
目

の
４
時
間
リ
フ
ト
券
、
レ
ン

タ
ル
代
等
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
締
切　

１
月
27
日（
土
）

問
・
申　

八
峰
町
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
（
山
内
☎
０
９
０
―

７
５

６
２
―

１
９
４
１
、
佐
々
木

☎
０
９
０
―

９
７
４
３
―

８
９

４
６
）

●
お
知
ら
せ

今
月
の
納
期
！

【
町
県
民
税
第
４
期
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
第
７
期
】

１
月
31
日（
水
）

問　

八
峰
町
税
務
会
計
課（
☎

76
―

４
６
０
４
）、
八
峰
町
福

祉
保
健
課（
☎
76
―

４
６
０

８
）

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す

　

八
峰
消
防
署
で
は
、
町
指
定

文
化
財
の
椿
銀
山
山
神
社
拝
殿

で
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
ま
す
。
「
住
民
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
歴
史
あ
る
建
物

を
火
災
か
ら
守
ろ
う
。
」
と
す

る
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

し
ま
す
。

問　

八
峰
消
防
署

（
☎
76
―

３
１
１
９
）

お
ら
ほ
の
空
港
「
大
館
能
代

空
港
」
を
利
用
し
よ
う
！

　

近
く
て
便
利
な
大
館
能
代
空

港
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
搭
乗
者

に
は
、
片
道
３
千
円
（
往
復
６

千
円
）
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

問　

八
峰
町
産
業
振
興
課

（
☎
76
―

４
６
０
５
）

全層雪崩
⬅ブレーキの位置

停止距離

停止距離

表層雪崩

表層雪崩

積雪

積雪

すべり面

雪崩の危険信号です。
なだれ

気温が低く
古い雪の上に
多量の新雪が積もったとき

降雪や降雨の後、
天気が良く
気温が上がったとき

降雪や降雨の後、
天気が良く
気温が上がったとき

気温が低く
古い雪の上に
多量の新雪が積もったとき

雪崩の危険信号です。
なだれ

表層雪崩

表層雪崩 全層雪崩全層雪崩

積雪

積雪

すべり面

雪崩の速度は、雪崩の密度、層厚などの要
因によっていろいろです。おおむね、表層
雪崩の場合は100～200Km／hと新幹線並
みの速度。また、全層雪崩の場合は40～
80Km／hと自動車並みの速度とされて
います。新幹線と自動車では、ブレーキを

かけてからとまるまでの走行距離が違うのと同様に、表層雪崩の
方がより遠くまで流下します。

こんなとき…

雪崩とは山腹に積もった雪が重力の作用によって、崩れ落ちる現
象をいいます。また、すべり面の位置の違いによって大きく表層雪
崩と全層雪崩の2つにわけられます。

雪崩とは山腹に積もった雪が重力の作用によって、崩れ落ちる現
象をいいます。また、すべり面の位置の違いによって大きく表層雪
崩と全層雪崩の2つにわけられます。

雪崩の種類雪崩の速度

全層雪崩
⬅ブレーキの位置

停止距離

停止距離

積雪積雪
積雪積雪

すべり面すべり面

近づかず、
すぐ通報を。
北朝鮮からと思われる不審な船や不審人物が
発見されています。

漂着している船や人は110番、海の上なら118番へ。

警察庁・海上保安庁
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ご
結
婚
お
め
で
と
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（敬称略）

お
く
や
み

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

■12月８日入札分

○定住促進用空き家改修工事（水沢）

契約金額　3,996,000円（落札率94.19％）

請負業者　松建ホーム

■12月18日入札分

○町道寺ノ後線交差点改良工事

契約金額　5,065,200円（落札率91.42％）

請負業者　㈲富岳工務所

■12月25日入札分

○29災640号　普通河川夏井沢川河川災害復旧工事

契約金額　5,346,000円（落札率94.82％）

請負業者　㈲富岳工務所

！！！！！！
町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。
町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　
　平成29年度八峰町職員採用試験【短大卒程
度】において、第２次試験に合格された方々
の受験番号をお知らせします。

　保育士・幼稚園教諭「副園長候補」
受験番号

　

保育士・幼稚園教諭
受験番号
D1001

栄養士
受験番号
E1001

保健師
　合格者なし

八峰町職員採用試験結果のお知らせ

C1001 C1002

旧年中は弊社への格別のご愛顧を賜り、
厚く御礼申し上げます。
本年も変わらぬ御愛顧のほどお願い申し上げます。

謹賀新年

八峰町峰浜高野々　TEL76－2019

はぴ
はぽ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
協
力
隊
の

加
藤
改
め
、
山
内
真
義
で
す
。

　
初
め
て
の
冬

　
つ
い
に
こ
の
時
が
来
て
し
ま
っ
た…

移
住
初
日
か
ら
忠
告
さ
れ
続
け
、
い

や
、
む
し
ろ
移
住
前
か
ら
言
わ
れ
続

け
て
い
た
こ
の
季
節
が…

。

　
そ
う
、
移
住
し
て
初
め
て
の
冬
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
移
住
前
に
何
度
も
八
峰
町
を
訪
れ

て
い
た
の
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　…

が
、
こ
ん
な
に
湿
っ
た
雪
＆
強

風
＆
荒
天
が
続
く
な
ん
て
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
、
こ
ち
ら

で
は
基
本
車
で
の
移
動
だ
か
ら
、
部

屋
さ
え
暖
か
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
か
、
除
雪
さ
れ
て
い
れ
ば
安
全
に

走
行
で
き
る
だ
ろ
う
く
ら
い
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、

部
屋
を
出
て
車
の
ワ
イ
パ
ー
を
戻
す

だ
け
で
も
う
寒
い
し
、
移
動
先
で
も

駐
車
場
か
ら
建
物
に
入
る
ま
で
の
間

で
体
が
冷
え
切
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
「
除
雪
さ
れ
て
い
れ
ば
大

丈
夫
」
と
い
う
考
え
は
、
11
月
の
最

初
の
降
雪
で
あ
っ
さ
り
覆
さ
れ
ま
し

た
。
ア
パ
ー
ト
の
前
、
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
か
っ
て
く
ら
い
滑
り
ま
し
た
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
一
言
で
い
え
ば
見
事
に
雪

国
の
冬
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　
唐
突
で
す
が…

　
そ
れ
は
そ
う
と
、
八
峰
町
に
駄
菓

子
屋
が
あ
っ
た
ら
と
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

　
駄
菓
子
屋
っ
て
た
だ
お
菓
子
売
っ

て
る
お
店
っ
て
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
よ
ね
。

　
計
画
的
な
お
金
の
使
い
方
を
学
ん

だ
り
、
な
ん
と
な
〜
く
商
売
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
く
じ
引
き
で
世
の
中

そ
ん
な
に
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を

学
ん
だ
り
。

　
こ
ん
な
経
験
を
す
る
た
め
に
は
、

近
所
に
駄
菓
子
屋
が
あ
る
の
が
一
番

な
の
で
す
が
、
八
峰
町
に
は
な
い
！

　
上
手
く
進
め
ば
今
年
の
冬
ま
つ
り

く
ら
い
に
ポ
ン
ポ
コ
山
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期

待
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

ポンポコ山にも冬がやってきました。
第23回

　

薩　

摩　

恒　

太　
（
岩
館
２
）

　

亀　

川　

美　

里　
（
青
森
県
）

　

福　

山　

佑　

誠　
（
大
槻
野
）

　
　

関　
　

朱　

希　
（
鹿
角
市
）

石　

山　
　

幸　

（
93
）
石　

川

渡　

辺　

恵
美
子
（
60
）
岩
館
２

椎　

名　

ト　

ミ
（
86
）
茂　

浦

若　

狹　

俊　

勝
（
81
）
中　

浜

松　

岡　

タ　

カ
（
92
）
浜　

田

　

榎　
　

ハ　

ル
（
103
）
椿　

台

高　

田　

花　

子
（
91
）
高
野
々

田　

村　

ミ
サ
子
（
84
）
大
久
保
岱

浦　

島　

美
喜
夫
（
76
）
目
名
潟

日　

沼　

一　

郎
（
82
）
茂　

浦

芹　

田　

千
代
枝
（
68
）
駅　

前

高　

橋　

未　

𠮷
（
88
）
駅　

前

塚　

本　

カ
ツ
子
（
68
）
水　

沢

柴　

田　

ス
ギ
ノ
（
95
）
目
名
潟

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
篤
志
寄
付
﹈

ハ
タ
ハ
タ
簡
保
旅
行
会

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

高　

杉　
　

繁　
　

（
大　

沢
）

　
　
　
　
　
　

亡　

母　

ト
キ
ヱ
コ

白　

鳥　

金　

悦　

（
横　

内
）

　
　
　
　
　
　

亡　

父　

但　

助

渡　

邊　

公　

輝　

（
石　

川
）

　
　
　
　
　
　

亡　

父　

順　

一

　

榎　
　

仁　

史　

（
椿　

台
）

　
　
　
　
　
　

亡
祖
母　

ハ　

ル

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

八
峰
町
へ

﹇
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援
基
金

　
　
　
　
　
　
寄
附
金
と
し
て
﹈

石　

黒　

祐　

介　

（
北
海
道
）

戸　

田　

吉　

一　

（
神
奈
川
県
）

12月

（
12
月
31
日
現
在
）

人
の
動
き

退
職
者
の
お
知
ら
せ

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

町
職
員
新
規
採
用
者

吉
　
田
　
一
　
夫

　
（
12
月
31
日
付
退
職
）細田祐次朗

（福祉保健課）
大塚　　諒
（農業委員会）

　

１
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▽
税
務
会
計
課

　

会
計
管
理
者　

今
井
利
宏

（
前
所
属
：
福
祉
保
健
課
課
長

補
佐
）

▽
福
祉
保
健
課

　

課
長
補
佐　

大
津
美
由
紀

（
前
所
属
：
福
祉
保
健
課
福
祉

係
係
長
）

■
人
口
　
７
，
３
６
１
人（
24
人
減
）

　

●
男　

３
，
４
５
９
人（
８
人
減
）

　

●
女　

３
，
９
０
２
人（
16
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

０
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

18
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

５
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

11
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
０
９
世
帯（
５
世
帯
減
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

さきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店
ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。
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１月23日（火）１月の“風呂の日”は、
26日（金）です。お一人様250円！

2018新春企画

★温泉入浴10回で1回抽選
★10回券1枚購入で1回抽選
★20回券1枚購入で2回抽選
★30回券1枚購入で3回抽選
★50回券1枚購入で5回抽選

●賞品内容は、館内に掲示
●当選発表4月2日～4月25日
※詳しくは当館にて！

温泉さ　はいって　ワン　 ダフルキャンペーン
豪華賞品を当てよう‼

冬期営業時間（1/10～2/28）朝9時～夜9時 感謝を込めて“風呂の日”追加‼八峰の日！　2/8（木）　お一人様250円！

総数
70本
空くじなし

2月22日（木）
お昼12時開演

前売り券：2,000円（お食事、入浴付）
山川大介歌謡&お笑いショー山川大介歌謡&お笑いショー

前売り券好評販売中！

●ゆったり岩盤浴＋ご入浴
通常1,150円を1,050円
名水「白神山水」500ml1本プレゼント！

（タオルなしは950円です。）

H30.3/31まで
岩盤浴特典

2/28まで

え～もの
もらっと！

小柳ルミ子
ディナーショー
2018

sun昼・夜の２回公演
2/11

会場／ホテルサンルーラル大潟

20,000円昼の部
■開場　12：00～　■お食事　12：30～　■ショー　13：50～

（税金・サービス料込）

22,000円夜の部
■開場　17：30～　■お食事　18：00～　■ショー　19：20～

※全席禁煙となります

（税金・サービス料込）

ホール葬家 族 葬
あたたかく見送るお葬式

ご相談お問い合わせは…

〒018－2676
秋田県山本郡八峰町八森字磯村120－2（あきた白神温泉ホテル敷地内）

TEL.0185－88－8833㈹　ホテル 0185－77－2233

若甦若甦 若甦

若甦

あな
たは

もう
、ご存

知ですか？
あな
たは

もう
、ご存

知ですか？

★ひど
い疲れ

に!

★冷え性
に!

★もっと元気に

　なりたい人に
!

★ひど
い疲れ

に!

★冷え性
に!

★もっと元気に

　なりたい人に
!

が強い
味方です!
が強い
味方です!

若甦内服液

皆様に
  大変喜ばれています!
皆様に
  大変喜ばれています!
皆様に
  大変喜ばれています!

♪ ♪♬♪ ♪♬ CMで
 おなじみの

若甦　ＣＭ
で検索…♥♥


